
1 の 体系物理の解説は一緒に回転する座標から見た
分析で解いているが、基本は地上から見た分析でやろう

•一緒に回転する座標から見た分析
◦地上がしら）書いてつりあいの式をたてる解法

⇒ mrw2=Fの運動方程式をたてる解法
にこっちでやる

（1）上方にすべりだす直前⇒摩擦は下方向（上にいくのを引きとめる）
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B 中心向きの力はNcosA t R sin⊖。
これが向心力Fとなる｡
力の関係式をたてると、
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※/ なでが

（中心向き：ma-F)
m r w ? = N C o s O t R si n ⊖ . . . ①

（中心と900：つりあい）
A N s i n⊖=Rc o s A t m g . . . ②

また動きだす直前なら
R EUN・・・③

③ を ① 、 ② に 代 入
① ' : m r w?=NCOS A t U N s i n⊖｛②

N s i n 日 = uN c o sa t m g
②'より

N = ucosbo
① 'に代入して

mrw.-.-！！が。。+11.無い"is
mrwi=？、じだでが- _ - m g :,wだいだいんものの



3 続き
（2）下方にすべりだす直前⇒摩擦は上方向（下にいくのを引きとめる）

$､ と
う

B 中心向きの力はN C o sA - R s in日、
R これが向心力Fとなる。
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力の関係式をたてると

の
、

（がのうえ！，、？
（中心と900：つりあい）

N s i n⊖ tR c o sA = m g . . .⑤

③ (RUN）を④、50に代入して
④ ' . m rw ² = N c o sA - U Nsin⊖⑤ 'Ns inotU Ncos⊖=mg

⑤より

N = sinl-c.rs
④に代入して

mrw?=sies-s.li?-0：.w.=Vw-
~wi_n
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